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我々は，様々な実現イメージのある分子ロボットの中でも単細胞運動モデルと

でもいうべき分子アメーバの実現を目指して研究を行っている．天然のアメー

バを直接再現するのではなく，運動分子を用いてシンプルな可動性の骨格をつ

くり，これを人工膜小胞内部に導入することで，運動の制御可能な微小ロボッ

トの実現を目指す．アクチュエータとして ATP を加水分解して駆動するキネシ

ン/微小管の分子モータを，構造として人工脂質二分子膜からなる巨大リポソー

ムを採用する．この分子システムを基盤として，センサや回路，アクチュエー

タを実装してゆくことで分子アメーバ構築を行う．今回は本分子システムの基

礎となる可動性の骨格のデザインとその評価について述べる． 

 
 


